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本発表は、作品、『地球へのメッセージ』
（1989）と『かなり名誉ある敗北』（1970）とを比
較対照しながら、アイリス・マードックの作品の
中に見られるユダヤ人主人公の役割について考察
するものである。
『地球へのメッセージ』は長編ということもあ
り、いくつかのプロットが並行して進行する。こ

の中から、アルフレッド・ルーデンスとマーカ
ス・ヴァラーとの師弟関係に焦点を当てる。一
方、『かなり名誉ある敗北』については、個性的
なジュリアス・キングという人物が登場してル
パート・フォスターの「傲慢（hubris）」の罪を
裁く、という物語の中心となるプロットに焦点を
当てる。
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アイリス・マードックの描くユダヤ人主人公 
─ The  Message  to  the  Planet（1989）と 

A  Fairly  Honourable  Defeat（1970）を比較して
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「自己放棄・自己犠牲」という良心の目覚めによっ
て駆け落ち寸前の状態を克服するのである。
それに対して Doraが画家の娘たちを描いた

肖像画と感動的な出会いをしたことについて、
Anne  Roweは‘Dora’s  emotional  encounter  with  

the  painting  is  a  secular  equivalent  to  the  kind  

of  religious  revelation  that  many  experience  in  

church  and  gives  Dora  moral  direction.’
ⅱ
と述べ

ている。Roweの見解のように絵画との出会い
がもたらした啓示は Doraにこれまでの自分本
位の唯我の状態を脱するように導く。その結果
としてインバー解散の一連の出来事を経た Dora

はMichaelを責めたり、裁いたりせず自分にで
きることや自分の役割に没頭した。再び絵を描
き始め水泳を習得する。それが自己の能力を正
当に評価できることや夫と別れて自立する自信
に繋がったのである。さらに Existentialists  and  

Mysticsに お け るMurdochの‘Art  and  morals 

are,  with  certain  provisos  which  I  shall  mention  

in  a  moment,  one.  Their  essence  is  the  same.  

The  essence  of  both  of  them  is  love.’
ⅲ
という言

葉に触れるとき、Murdochの考える芸術の本質は
「愛」であり、道徳も同様であることがわかる。
絵画との出会い以降 Doraは短期間ではあるが
「自己認識」と「寛容」とを身につける旅、つま

り道徳的な成長をもたらす旅をしたといえよう。
考察結果として、二人の作家が活躍した時代は

ヴィクトリア朝と第二次世界大戦後というように
イギリスの社会状況には大きな隔たりがあり、急
進的哲学の機関誌であるWestminster  Reviewの
編集者という経歴を持つ Eliotは中産階級の倫理
観を見据えて物語を進行させ、一方道徳哲学者で
あるMurdochは高等教育を受けた登場人物たち
に生き方の葛藤に答えを探らせる。しかし二人の
作家に共通する「真摯な観察、真実を語る」とい
う執筆姿勢で描かれる作品には「愛と救済」とい
う道徳観が通底していると思われる。
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前者に於いては、半ば世捨て人のようになり精
彩を欠く姿で現れるが、一方で、不思議な力を持
つユダヤ人マーカスが登場する。後者では、悪を
体現するユダヤ人ジュリアスが、凡人とは思えな
い周到さでその計画を実行に移していく。
弟子のルーデンスは、唯一人瀕死の詩人をよみ
がえらせることのできる師のマーカスを捜索す
る。詩人をよみがえらせた後、マーカスは再び世
間とは隔絶した生活を始める。やがて、この奇跡
の噂を聞きつけた一団の人々の崇拝の対象となる
が、ある時期を境に姿を見せなくなり、やがて、
一人生活をする施設の中で死体となって発見され
る。しかしながら、マーカスはそのあと再びその
存在価値を示し始める。
弟子のルーデンスは、彼の死の原因を巡りま
た、彼が死後に残したものを巡って、彼の師マー
カスが人生の最後を過ごした療養施設の医師マー
ジリアンと語り合う。後に残されたテープには、
マーカスの肉声が残されていたが、二人にはそれ
を解読することはできない。また、マージリアン
は、死の直前のマーカスの様子を、「罪なきもの
たち」と「邪悪なものたち」との対立の構図で語
るが、その中で、マーカスのメッセージとして、

「当たり前の道義心（ordinary  morality）が存在
しがたくなっている現代社会」について言及す
る。一方、『かなり名誉ある敗北』の中には、精
彩を放つジュリアスの“明”に対して、生活すべ
てにおいて耐え忍ぶ“暗”の人物タリス・ブラウ
ンがいる。人間の醜い部分をすべて包含する彼の
姿は、人間の罪を負って磔になったイエス・キリ
ストを思わせる。一方、マーカスが奇跡を起こす
とき、彼はイエス・キリストのイメージと重なる。
また、マーカスの死体が足をガスレンジに向けて
いるところから、ユダヤ人の虐殺の象徴のガス室
で最後を暗示しているなどと、解釈する批評家も
いる。
ジュリアスの行為は、ルパートの「傲慢」の罪
を曝け出させる。それを彼一人の力で完結する行
為であるとすれば、一方で、マーカスは、彼の理
解不可能なメッセージを解読し後世に伝えていく
弟子が必要である。
今回の発表で取り上げた二作品は、その成立年
代に19年の隔たりがある。その中で、マードック
は、彼女自身の時代の捉え方の変化を、ユダヤ人
主人公に託して表明しているのかもしれない。
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Iris  Murdoch’s  work  Metaphysics  as  a  Guide  to  Morals  （MGM）  is  a  unique  
contribution  to  the  history  of  Western  thought  when  it  is  viewed  from  the  perspectives  
of  the  21st  century  philosophical  discourses.  She  pointed  out  certain  important  issues  that  
were  ignored  by  the  mainstream  Western  philosophy  for  the  major  part  of  20th  century  
but  they  are  now  being  discussed  as  the  major  issues.  In  this  seminal  work,  she  notably  
introduced  the  difficulties  of  discoursing  morals  and  ethics  in  philosophy  that  is  being  
constantly  influenced  by  scientific  rationalism.  Her  prolific  and  intellectually  prudent  style  
of  writing  philosophical  issues  takes  us  directly  to  the  causes  and  the  solutions.

The  fundamental  concern  of  philosophy  anywhere  in  world  for  centuries  has  been  
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